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美しいガラパンのマイクロビーチ 

北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
は
、
太
平
洋
西
部
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
自
治
領
。
首

都
は
サ
イ
パ
ン
島
の
ス
ス
ペ
。
人
口
約
８

万
人
、
面
積
４
７
１
平
方
キ
ロ
、
十
数
の

島
で
構
成
。
公
用
語
は
英
語
。
先
住
民

（
チ
ャ
モ
ロ
な
ど
）
を
中
心
に
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
や
中
国
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

自
治
政
府
は
公
選
に
よ
る
知
事
（
任
期
４

年
）
が
統
括
す
る
。
議
会
は
上
、
下
２
院

制
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
日
本
の
委
任

統
治
領
、
太
平
洋
戦
争
で
は
激
戦
地
と
な

り
、
戦
後
は
米
信
託
治
領
と
な
っ
た
。 

  

ブ
ー
タ
ン
政
府
は
か
ね
て
よ
り
日
本
に

お
け
る
名
誉
総
領
事
と
し
て
適
格
な
人

物
を
探
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
長
き
に

亘
っ
て
ブ
ー
タ
ン
と
信
頼
関
係
を
築
い

て
き
た
日
本
経
営
者
同
友
会
が
そ
の
要

請
に
応
え
、
徳
田
代
表
理
事
の
就
任
が

実
現
し
ま
し
た
。
席
上
、
徳
田
代
表
は

「
勤
勉
と
思
い
や
り
な
ど
、
わ
が
国
に

あ
っ
た
古
き
良
き
伝
統
が
損
な
わ
れ
つ

つ
あ
る
今
日
、
ブ
ー
タ
ン
の
国
民
性
に

あ
る
素
晴
ら
し
い
精
神
を
学
ぶ
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
、
名
誉
領
事
と
し
て
、
株
式
会
社

新
日
本
科
学
・
永
田
良
一
社
長
が
就
任

、
テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
か
ら
任
命
書
を
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
永
田
社
長
は
ブ
ー
タ

ン
の
獣
医
医
学
留
学
生
2
人
の
面
倒
を

見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

徳
田
代
表
理
事
は
国
連
友
好
協
会
の
代

表
理
事
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
貴
重
な
活
動
を
国
連
に
つ

な
ぐ
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
特
に
国
連

友
好
協
会
が
現
在
力
を
入
れ
て
取
組
ん

で
い
る
車
輌
の
リ
ユ
ー
ス
運
動
は
、
ア

フ
リ
カ
の
発
展
途
上
国
の
車
輌
及
び
車

輌
修
理
技
術
者
養
成
の
ニ
ー
ズ
に
大
き

く
応
え
得
る
活
動
で
す
。
こ
の
運
動
は

Ｃ
Ｏ
2
削
減
に
も
大
き
く
寄
与
し
ま
す

。
今
後
は
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領
事
と
し

て
の
新
た
な
任
務
も
加
わ
り
、
徳
田
代

表
理
事
に
は
様
々
な
方
向
、
角
度
か
ら

同
友
会
会
員
企
業
様
、
そ
し
て
国
連
の

支
援
を
必
要
と
す
る
国
で
生
き
る
人
々

へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

当
会
徳
田
代
表
理
事
は
本
年
４
月
１
日
付

け
で
ブ
ー
タ
ン
王
国
名
誉
総
領
事
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
さ
る
4
月
16
日
、
日
本

経
営
者
同
友
会
主
催
に
よ
る
ブ
ー
タ
ン
首

相
歓
迎
夕
食
会
の
席
上
、
ジ
グ
ミ
・
テ
ィ

ン
レ
イ
首
相
よ
り
正
式
任
命
書
が
徳
田
代

表
理
事
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

ティンレイ首相(右)より名誉総領事の任命書を手渡される徳田代表 

フ
ィ
テ
ィ
ア
ル
知
事
は
、
米
軍
普
天
間

飛
行
場
だ
け
で
な
く
、
移
転
先
と
し
て

北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
へ
の
移
設
に
つ
ぃ
て

日
本
政
府
か
ら
打
診
が
あ
れ
ば
「
歓
迎

す
る
」
と
述
べ
、
受
け
入
れ
に
前
向
き

な
姿
勢
を
示
し
た
。
「
外
交
、
防
衛
問

題
は
、
米
連
邦
政
府
と
協
議
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
日
米
両
政
府
で
の
交
渉
が

基
本
と
示
し
た
上
で
、
「
サ
イ
パ
ン
、

テ
ニ
ア
ン
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
事
で

あ
れ
ば
、
普
天
間
飛
行
場
だ
け
で
な
く
、

訓
練
施
設
の
一
部
だ
け
の
移
転
受
け
入

れ
も
検
討
す
る
」
と
も
述
べ
た
。 

10
日
に
は
日
本
の
議
員
団
も
入
れ
て
知

事
と
会
談
し
た
。 

普
天
間
飛
行
場
は
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
飛
行
場
で
、

普
天
間
基
地
（M

C
A

S
 

F
U

T
E

N
M

A

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
２

７
０
０
ｍ
の
滑
走
路
を
持
ち
、
嘉
手
納

基
地
と
並
ん
で
沖
縄
に
お
け
る
ア
メ
リ

カ
軍
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
下
地
議

員
は
、
会
談
で
「
沖
縄
に
基
地
負
担
が

集
中
し
す
ぎ
て
い
る
。
受
け
入
れ
国
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る
こ
と

か
ら
や
り
た
い
」
と
述
べ
た
。
普
天
間

飛
行
場
の
機
能
の
一
部
の
移
転
先
と
し

て
サ
イ
パ
ン
と
テ
ニ
ア
ン
を
活
用
出
来

な
い
か
と
提
案
し
た
。
同
知
事
と
会
談

し
た
３
議
員
は
、
政
府
・
与
党
の
３
党

で
つ
く
る
沖
縄
基
地
問
題
検
討
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
で
、
同
委
員
会
と
し
て
11

日
の
グ
ア
ム
視
察
に
先
立
ち
、
独
自
調

査
と
し
て
サ
イ
パ
ン
を
訪
れ
た
。
そ
の

後
一
行
は
、
グ
ア
ム
を
訪
問
し
て
い
る

松
野
智
久
官
房
副
長
官
と
合
流
し
て
、

11
日
に
現
地
の
米
軍
施
設
な
ど
を
視
察

し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
北
マ
リ
ア
ナ
連
邦

と
の
長
き
に
亘
る
親
密
な
友
好
関
係
は

今
、
更
な
る
結
束
を
生
も
う
と
し
て
い

る
。
様
々
な
候
補
地
が
挙
が
る
中
、
日

本
政
府
が
出
し
た
結
論
が
日
米
関
係
そ

し
て
日
本
国
内
に
与
え
る
影
響
が
注
目

さ
れ
る
。 

今
年
２
月
、
下
地
会
長
及
び
一
行
は
10
日
余
り
に
亘
り
、
普
天

間
基
地
移
設
問
題
に
つ
い
て
、
北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
の
ベ
ニ
グ

ノ
・
フ
ィ
テ
ィ
ア
ル
知
事
率
い
る
サ
イ
パ
ン
政
府
関
係
者
ら
と

会
談
し
た
。 

  

普
天
間
基
地
移
設
の
可
能
性
打
診  

笑顔で握手を交わす下地会長(左)とフィティアル知事 

徳田代表(中)とフィティアル知事（右) 

サイパン･テニアン間を飛ぶ飛行機 

サイパン空港ＶＩＰルームにて会談 
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ブ
ー
タ
ン
側
か
ら
は
テ
ィ
ン
レ
イ
首
相

を
は
じ
め
ナ
ム
ゲ
ル
大
使
、
ブ
ー
タ
ン

の
主
要
企
業
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ト

レ
ー
ド
社
ワ
ン
チ
ュ
ク
取
締
役
、
建
設

セ
メ
ン
ト
会
社
ツ
ェ
リ
ン
グ
社
長
や
官

邸
上
級
事
務
官
の
方
々
が
出
席
し
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
側
の
招
待
客
と
し
て
、
国
民

新
党
・
下
地
幹
郎
議
員
や
社
民
党
の
阿

部
知
子
議
員
、
ブ
ー
タ
ン
友
好
議
連
幹

事
長
の
自
民
党
・
河
井
克
行
議
員
の
他

に
、
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
横
浜
桐
蔭
大
学

教
授
（
ブ
ー
タ
ン
王
国
首
相
顧
問
）
、

日
比
野
勝
彦
東
京
芸
大
教
授
（
ブ
ー
タ

ン
親
善
大
使
）
ら
が
ご
出
席
な
さ
り
、

懇
親
の
夕
べ
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。  

4
月
16
日
、
来
日
中
の
ブ
ー
タ
ン
王
国
ジ
グ
ミ
・

テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
を
迎
え
て
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
主
催
に 

よ
る
歓
迎
夕
食
会
が
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。 

ブータンの国獣ターキン 

南
ア
ジ
ア
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
東
部
に
位

置
し
、
イ
ン
ド
と
中
国
チ
ベ
ッ
ト
に
挟

ま
れ
た
人
口
約
70
万
の
ブ
ー
タ
ン
王

国
は
、
国
土
の
大
半
が
標
高
２
千
メ
ー

ト
ル
と
い
う
山
地
で
、
風
貌
や
体
格
が

非
常
に
日
本
人
に
似
て
い
る
と
云
わ
れ

る
。
特
産
品
と
し
て
は
米
、
小
麦
の
ほ

か
に
豚
、
ヤ
ク
な
ど
の
畜
産
が
盛
ん
で

あ
る
。
ブ
ー
タ
ン
は
今
、
そ
の
国
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸

福
量
）
を
掲
げ
て
世
界
に
存
在
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
。
外
人
記
者
ク
ラ
ブ
で

テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
は
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
つ
い
て

「
貧
富
の
差
が
少
な
く
、
森
林
資
源
が

豊
か
で
、
何
よ
り
も
国
民
の
幸
福
を
優

先
す
る
こ
と
」
と
語
っ
た
。 

ブ
ー
タ
ン
は
71
年
に
国
際
連
合
に
加

盟
、
非
同
盟
中
立
政
策
を
外
交
の
基
本

方
針
と
し
つ
つ
、
近
隣
諸
国
と
の
関
係

強
化
を
図
っ
て
い
る
。 

ブ
ー
タ
ン
お
よ
び
イ
ン
ド
の
政
財
界
と

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交
流
は
長
き
に
亘
っ
て
お

り
、
こ
の
た
び
の
徳
田
代
表
理
事
の
ブ

ー
タ
ン
名
誉
総
領
事
就
任
と
な
っ
た
。 

●ネットワーク・サービス 
  アセアン各国諸機関とのネットワーク 

  国際交流に関する支援活動 
 

●教育・研修・研究活動 
   国際会議・シンポジウムの開催 

   海外視察団派遣 

活 動 内 容 

本部： 東京都千代田区神田錦町３
－２ 

電話(03)5280-6123 

●ビジネス・サポート 
  企画･開発業務等に関するサポート 

  海外進出・合弁企業等に関するサポート 
 

●出版活動 
   アセアン時事ニュースの発行 

   政治・経済・文化資料の提供 

『本会は、日本とASEAN諸国との相互の文化的理解を 
基盤として、経済的社会的発展と国民相互の友好協力に 

貢献することを目的とする』 

アセアン加盟国 
 

インドネシア  マレーシア  
フィリピン    シンガポール 
タイ         ブルネイ 
ベトナム      ラオス 
ミャンマー    カンボジア 
日本       中国 
韓国 

3
月
都
内
の
ホ
テ
ル
で
、
韓
国
パ

ー
キ
ン
グ
ト
ン
・
グ
ル
ー
プ
、
パ

ー
ク
会
長
の
誕
生
日
を
祝
う
会
が

催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
お
祝
い

に
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は
日
韓
の

国
会
議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
様

々
な
業
界
で
活
躍
を
な
さ
っ
て
い

る
多
く
の
方
々
が
集
い
大
盛
況
で

し
た
。 

3月3日都内にてニューヨーク国連本部アフリカ局で
ご活躍中のP・ヘイフォード様、池亀美枝子様をお迎
えして夕食会が開催された。当日は駐日ガーナ大使
館、マリ大使館からもご参加をいただきJEPA会員企
業様と共に、国連がアフリカで展開する様々なプロ
ジェクトについてお二人から話を伺った。良くも悪
くもアフリカは常にあらゆる問題の焦点のひとつで
あり、お二人の話は実に興味深いものであった。 

  

昨年JEPAと国連友好協会はアフリカのガーナとマリ
にミッションを派遣、両国政府のトップの方々とお
会いでき、また多数の民間のビジネス現場も訪問し
ていずれも今後のビジネス展開に有益であったとい
うこともあり、ヘイフォード氏と池亀氏の実際的な
見解とアドバイスは非常に貴重なものといえる｡この
日の夕食会はごく少人数の集まりであったので夕食
会は親しみに満ち､かつ有益な会となった。 

 

NY国連本部から     
アフリカ担当高官来日 

3
月
香
港
東
亜
銀
行
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト･

バ
ン
キ
ン
グ
担

当
者
が
来
日
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
役

員
と
会
談
し
た｡

昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
同
銀
行
と
Ｊ

Ｅ
Ｐ
Ａ
は
数
回
に
亘
り
両
国

を
行
き
来
し
て
日
本
の
顧
客

向
け
商
品
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る｡

プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
と
は
、

ま
と
ま
っ
た
自
己
資
本
を
お

持
ち
の
お
客
様
と
そ
の
ご
家

族
を
数
世
代
に
亘
っ
て
お
世

話
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
資
産

運
用
法
で
あ
る
。 

写真は下地会長が今は亡
きスーパースター､マイケ
ル･ジャクソン氏に招かれ
てネバーランドを訪れた
際の貴重な写真｡ 

パ
ー
ク
会
長
は
68
年
韓
国
国
会

議
員
と
し
て
初
の
ス
ペ
イ
ン
名

誉
総
領
事
に
就
任
。
以
来
様
々

な
公
的
要
職
を
歴
任
、
経
済
界

に
お
い
て
も
韓
国
お
よ
び
世
界

各
国
の
ト
ッ
プ
企
業
の
経
営
に

関
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
氏
は
過
去
10
年
余
に
わ

た
り
韓
国
ス
ケ
ー
ト
連
盟
会
長

を
務
め
、
今
日
の
韓
国
ス
ケ
ー

ト
競
技
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

先
ご
ろ
の
キ
ム
・
ヨ
ナ
選
手
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
活
躍
は
皆
様
ご
存
知
の

と
お
り
で
す
。 

氏
は
現
在
ロ
ン
ド
ン
、
米
国
、

韓
国
に
複
数
の
拠
点
を
持
ち
広

く
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
先
号
で
も
ご
紹

介
し
ま
し
た
芸
術
の
祭
典
デ
ル

フ
ィ
ッ
ク
・
ゲ
ー
ム
の
国
際
評

議
会
大
使
と
し
て
も
活
躍
な

さ
っ
て
い
ま
す
。 

席上ご挨拶をなさるパーク会長 
東
亜
銀
行
に
お
け
る
国
際
的
な
営
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
香
港
の
み
な
ら
ず

、
中
国
の
大
中
華
区
に
84
拠
点
を
擁

し
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ

ス
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
２
４
０
以
上

拠
点
に
及
ぶ
。
米
国
の
研
究
機
関
と

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

に
よ
る
世
界
の
経
済
自
由
度
調
査
で

香
港
は
16
年
間
1
位
の
座
を
キ
ー
プ

し
て
い
る
。 

日本記者クラブで 

会見するティンレイ首相 

 

この場で名誉総領事､ 

他2名の名誉領事の決定が 

発表された｡ 

ティンレイ首相（前列中央）を囲ん
で 

ヘイフォード様（前列左）と池亀様（前列中央）を囲
んで 

香港東亜銀行からの担当者のお二人と共
に 

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
主
宰 
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09年12月JEPA・国連友好協会日本代表部及びJEPA会員企業様からなる経済ミッションはガーナとマリを
訪問、どちらの国でも政府首脳との会談が行われるなど熱烈な歓迎を受けた。12日間にわたるアフリカ訪
問第一日目、ガーナの首都アクラで開催されたワーキング・セミナーには経済省要人をはじめガーナ政府
が力を入れる経済特区役員、ガーナ・ジャパン間のビジネスに関心を持つ多くの人が参加をして大盛況と
なった。翌日から一行は精力的に自動車産業、農業、繊維工業等の現場を訪れ、現地でそれぞれの産業の
代表と個別にミーティングの機会を持った。マリでは4日間にわたり金山・鉱山、自動車修理工場、綿花工
場などを視察、それぞれの現地担当者と会談した。  

3日目にはガーナのアダ地区にあるアイザック・ヘイズ学校を
訪問し、子供たちの大歓迎を受けた。大半の生徒が孤児であ
り、その半数がエイズを罹患している。米国の有名スター、
スチーブン・セガール氏もこの学校の支援者の一人。 

アフリカは紛争、飢饉、貧困、高
いエイズ感染率など、ネガティブ
な事実もあるが、今のアフリカの
高い経済成長率は、アフリカの
人々が焦がれる希望の実現を約束
してもいる。アフリカの大地には
金をはじめ膨大な鉱物・原油・天
然ガスが眠る。ダイヤモンド、プ
ラチナ、コバルトの産出量もすさ
まじい。世界各国は今、アフリカ
諸国への投資を拡大するのに懸命
だ。なかでも中国は早くから様々
な形でアフリカ諸国との結びつき
を強化している。 

アフリカの義務教育はまだ徹
底しているとは言えない。人
材不足はアフリカ各国の深刻
な問題だ。人材育成は急務と
いえる。JEPAはガーナ、マリ
両国から有能な人材の育成の
ための協力を依頼されている。 

マリでは国営TVのインタビューを受けTV放送された｡ 

遠方から車で8時間かけ
て来られたガーナの地方
のリーダー 

マリの金山を視察する訪問団メンバー 空から見るマリの金山 

急がれる有能な人材の育成 

膨大な資源が眠る大地 

マリでマリ経済を担う企業経営者たちと
の会議を開催 

アイザック･ヘイズ学校を経営するプリ
ンセス･オキャンシー(左)と徳田代表 

下の4枚の写真は両国の風景 

マリの車修理工場 

マリの綿花工場(左右) 

加工された綿花 

ガーナのアフリカン･フォーラム主催者ベネット博士（左)と共に｡ 

ベネット博士はＤiaspora African Forum（アフリカの 

NGO経済団体）を率いる。 

マリのアマドゥ･トゥーレ大統領と徳田代表 

マリの総理大臣(左)と会談する一行 

マリの農林大臣（右）と握手する道川会長 

マリの農林大臣（右）と握手するJEPA沖縄
野口代表 

マリの民族衣装に身を包む池亀氏（左端）と徳田代表（右
端） 

ガーナ国旗 
ガーナ国旗 


